
岡山市が連携中枢都市として圏域における責任を果たすもの

行政資源の相互利用を図ることで住民サービスの向上を図るもの共同で取り組むことで訴求力の向上といった相乗効果を図るもの

岡山連携中枢都市圏のこれまでの主な取組について

相乗効果の発揮

資料1-1

行政資源の相互利用

連携中枢都市としての責務遂行

○ 合同企業説明会の開催
［連携市町］ 岡山市、備前市、瀬⼾内市、真庭市
新規学卒予定者等を対象とした合同企業説明会

を開催し、圏域内企業の人材確保を支援
※ 岡山市以外の圏域内参加企業数 ８社 （R1）

○ ⾷品製造業⾒本市への共同出展
［連携市町］ 岡山市、津山市、総社市、瀬⼾内市、真庭市
⾸都圏で開催される⾒本市に共同ブースを設置

して食品製造業の販路開拓・拡⼤を支援
※ 圏域内の5市17社が出展（R1）

○ 圏域内周遊に向けた歴史文化資源の発信
［連携市町］ 全市町
⽇本遺産をテーマとした体験プログラム、吉備路

サイクリングロードの活用促進等を実施
※ Weibo（中国のSNS）での⽇本遺産のライブ配信では
995.9万人が閲覧（R2）

※ 圏域内観光入込客数 16,687千人（H26）→18,287千人（R1）

○ 図書館の相互利⽤
［連携市町］ 岡山市、津山市、⽟野市、備前市、瀬⼾内市、

赤磐市、真庭市、和気町、早島町、美咲町、吉備中央町
連携市町間で図書の相互貸出・返却を実施

※ 相互利用による貸出冊数 114,172冊（R1）

○ 子どもパスポート ［連携市町］ 全市町
圏域内の指定施設（教育・⽂化施設等）を無料

で利用できるパスポートを⼩学⽣に配布
※ パスポート配布部数 8.2万部（R1）

市町域を超える広域的な課題に対応して全体最適を指向するもの

広域的な課題の解消

○ 市町間の生活交通確保
［連携市町］ 岡山市、⽟野市、瀬⼾内市、赤磐市、久⽶南町、吉備中央町
圏域内の市町をまたがる⽣活交通の構築等を実施
※ 岡山市と⽟野市・吉備中央町との間の⽣活交通の運⾏

○ 圏域への移住定住の促進 ［連携市町］ 全市町
⾸都圏での移住相談会の共同開催、移住相談窓口「おかやま

ぐらし移住の窓口」の設置・運営等を実施
※ 移住相談会の参加者数 212人（R1）

○ ⾷品製造業⾒本市への共同出展（再掲）
○ 圏域への移住定住の促進（再掲）

岡山市が連携中枢都市として相応の負担をすることによって
岡山市以外の連携市町を間接的に支援

＜参考＞連携の裏打ちとしての各種財政措置
普通交付税措置→連携中枢都市 特別交付税措置→連携市町
地域活性化事業債、公共施設等適正管理推進事業債 等


